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運転･建設および廃止措置状況の概要 
（平成 31 年３月 21 日～令和元年８月８日） 

 
令和元年８月８日 

福井県安全環境部 

原子力安全対策課 
 
１．運転･建設状況の概要                            [添付－１] 

今期間の運転状況は、計画外の原子炉停止や出力抑制はなかった。現在、県内発電所７基が定

期検査を実施している。 

 

 (１) 定期検査を実施中の発電所 

・ 敦賀発電所２号機：第 18 回定期検査 （平成 23 年 ８月 29 日 ～） 

・ 美浜発電所３号機：第 25 回定期検査 （平成 23 年 ５月 14 日 ～） 

・ 大飯発電所１号機：第 24 回定期検査※ （平成 22 年 12 月 10 日 ～） 

・ 大飯発電所２号機：第 24 回定期検査※ （平成 23 年 12 月 16 日 ～） 

・ 大飯発電所４号機：第 16 回定期検査 （令和 元年 ７月 ４日 ～） 

・ 高浜発電所１号機：第 27 回定期検査 （平成 23 年 １月 10 日 ～） 

・ 高浜発電所２号機：第 27 回定期検査 （平成 23 年 11 月 25 日 ～） 
 
※：定期検査は廃止措置計画の認可をもって終了とみなされる。 

 

(２) 今期間に定期検査を終了した発電所 

・ 大飯発電所３号機：第 17 回定期検査 （平成 31 年 ４月 11 日 ～ 令和元年 ７月 23 日） 

 

２．廃止措置状況の概要 

・敦賀発電所１号機 

   平成 30 年 12 月３日から平成 31 年３月 22 日にかけて第２回施設定期検査を実施した。今定

期検査では、原子炉等規制法に基づき、使用済燃料の取扱いまたは貯蔵に係る設備について検

査を行った。 

 

・美浜発電所１、２号機 

１号機は平成 31 年１月 21 日、２号機は平成 31 年１月 22 日から令和元年５月９日にかけて

第２回施設定期検査を実施した。今定期検査では、原子炉等規制法に基づき、使用済燃料の取

扱いまたは貯蔵に係る設備について検査を行った。 

 

・高速増殖原型炉もんじゅ 

平成 30 年 12 月 15 日から第１回施設定期検査を実施しており、原子炉等規制法に基づき、廃

止措置期間中に性能を維持すべき発電用原子炉施設について検査を実施している。 

 

・新型転換炉原型炉ふげん 

平成 30 年９月 25 日から平成 31 年３月 20 日にかけて、主要施設・設備の解体撤去工事とし

て、原子炉冷却系統のシールリーク検出装置等および原子炉格納容器空気再循環系Ｂ調温ユニ

ット等の解体作業を実施した。 

その後、令和元年７月１日から原子炉建屋内機器等の解体撤去作業を実施している。 
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３．特記事項 

(１) 発電用原子炉施設に係る新規制基準への対応について            [添付－２] 

関西電力は、７月 31 日、美浜発電所３号機および高浜発電所１、２号機の原子炉設置変更

許可の内容等を踏まえ、美浜発電所３号機の保安規定変更認可申請の補正書および高浜発電

所１、２号機の保安規定変更認可申請書を原子力規制委員会に提出した。 
 

発電所 申請 申請日 補正書提出日 許認可日 

美
浜 ３号機 

原子炉設置変更許可 H27. 3.17 H28. 5.31，H28. 6.23 H28.10. 5 

工事計画認可 H27.11.26 H28. 2.29，H28. 5.31 
H28. 8.26, H28.10. 7 

H28.10.26 

保安規定変更認可 H27. 3.17 R 元. 7.31 ― 

高
浜 １、２号機 

原子炉設置変更許可 H27. 3.17 
H28. 1.22, H28. 2.10 
H28. 4.12 

H28. 4.20 

工事計画認可 H27. 7.3 
H27.11.16, H28. 1.22 
H28. 2.29，H28. 4.27 
H28. 5.27 

H28. 6.10 

保安規定変更認可 R 元. 7.31 ― ― 

 

 (２) 大山火山の噴出規模見直しに伴う対応について         [資料 No.3-1 p.146、148] 

関西電力は、平成 30 年 12 月 12 日に原子力規制委員会から受けた「大山火山の大山生竹テ

フラの噴出規模見直しに伴う報告徴収命令」を踏まえ、各発電所の敷地における降下火砕物

の最大層厚の評価を行い、平成 31 年３月 29 日、報告書を規制委員会に提出した。 

これに対し、規制委員会は、４月 17 日、火山影響評価に係る基本設計ないし基本的設計方

針の変更が必要と判断し、５月 29 日に規制委員会としての対応方針を決定した。その後、６

月 19 日、関西電力に対し、12 月 27 日までに原子炉設置変更許可申請を行うよう命令を発出

した。 
 

(３) 津波警報が発表されない可能性のある津波への対応について     [資料 No.3-1 p.190] 

関西電力は、平成 31 年１月 16 日に原子力規制委員会から高浜発電所における津波警報が

発表されない可能性のある「隠岐トラフ海底地すべり」による津波の評価を行うよう求めら

れたことについて、５月 29 日、評価結果を原子力規制委員会に報告した。 

これに対し、規制委員会は、７月３日、津波評価に係る基本設計ないし基本的設計方針を

変更する必要があり、適切な期間内に原子炉設置変更許可申請が必要との見解を示した。 

関西電力は、７月 16 日、規制委員会に対し、９月 30 日までに原子炉設置変更許可申請を

行うことを報告した。 
 

(４) 高浜発電所の廃樹脂処理装置の共用化等に係る原子炉設置変更許可について  [添付－３] 

原子力規制委員会は、７月 31 日、関西電力が平成 30 年 11 月 16 日に申請した高浜発電所

３、４号機で発生した廃樹脂※１を１、２号機の廃樹脂処理装置に移送して処理するための当

該装置の共用化等について原子炉設置変更を許可した。また、同日、平成 30 年２月５日に申

請した原子炉等規制法の規則の改正を反映した１～４号機の地震時における燃料被覆管の

閉じ込め機能の評価について原子炉設置変更を許可した。 
 

※１ 原子炉冷却材系統等の浄化のために用いるイオン交換樹脂を一定期間使用後に取り出したもの。高浜発電所３、

４号機は、廃樹脂から放射性物質を分離する廃樹脂処理装置を有しておらず、貯蔵タンクに保管している。 

 

 (５) 高速増殖原型炉もんじゅについて    

  ①もんじゅ廃止措置に係る連絡協議会について            [資料 No.3-1 p.144] 

文部科学省は、５月 23 日、「もんじゅ廃止措置に係る連絡協議会」を開催し、当初７月と

していた今年度の「もんじゅ」の燃料取出し作業について、昨年度の燃料体取出し作業にお

ける不具合に対する原因究明や機器の改良・対策の実施、機器の総合機能試験等の作業の追

加により、開始時期を 10 月に変更すること等を説明した。 

これに対し県は、国が原子力機構に対して的確な指示を出し厳格な工程管理を行うととも

に、過去の炉内中継装置落下トラブルを踏まえ国自らも現場の監視をさらに強化すること等

を求めた。 
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  ②廃止措置計画の変更について                       [添付－４] 

     原子力機構は、７月 22 日、「もんじゅ」の廃止措置計画について、放射性廃棄物発生量の

低減等の観点から、炉心に装荷している燃料体の取出し箇所の一部について、模擬燃料体を

装荷しないこととする廃止措置計画変更認可申請を原子力規制委員会に対し行った。 

 

(６) 新型転換炉原型炉ふげんおよび美浜発電所１、２号機の廃止措置計画の変更について 

        [資料 No.3-1 p.79、81] 

     原子力機構および関西電力は、使用済燃料プールに保管している使用済燃料の発熱が十分

低下した状況を踏まえ、「ふげん」については３月 26 日、美浜発電所１号機については４月

22 日、原子力規制委員会に対し、維持管理設備に係る記載内容を変更する廃止措置計画変更

認可申請を行った。 

    その後、原子力規制委員会は、７月 22 日に「ふげん」の廃止措置計画変更を認可した。 

 

(７) 廃炉協定に基づく廃止措置工事状況の報告について     [資料 No.3-1 p.83、102、123] 

関西電力、日本原電および原子力機構は、６月 13 日、県に対し、廃炉協定に基づき、美浜

発電所１、２号機、敦賀発電所１号機および「ふげん」の廃止措置工事の取組み状況等につ

いて報告した。 

これに対し県は、安全確保を最優先に廃止措置作業を確実に進めるとともに、地元企業の

参入や共同研究等に積極的に取組み、地域の発展につなげること等を求めた。 

 

(８) 総合資源エネルギー調査会基本政策分科会について       

知事は、７月１日、総合資源エネルギー調査会基本政策分科会の第 29 回会合に委員とし

て出席し、原子力の様々な課題について、国民の理解を広げていくことが大事である等の意

見を述べた。 

 

(９) 県内原子力発電所の稼動実績について（平成 30 年度）        [資料 No.3-1 p.44] 

平成 30 年度における県内原子力発電所（８基：773.8 万 kW）の稼動実績は、発電電力量約

314.8 億 kWh、時間稼働率は 41.5％、設備利用率は 46.4％であった。 

 

 

 

４．安全協定に基づく異常事象の報告 

今期間、安全協定に基づき報告された異常事象はなかった。 
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１．運転中のプラント（設備容量 8 基 計 773.8 万 kW） 

        項 目 

発電所名 
現状 

利用率・稼働率（％） 発電電力量（億 kWh） 

令和元年度 運開後累計 令和元年度 運開後累計 

日本原子力発電㈱ 

敦 賀 発 電 所 
２号機 

定期検査中 
(H23.8.29～未定) 

０．０ 

  
０．０ 

５８．３ 

 
５８．３ 

０．０ １,９２２．９ 

関 西 電 力 ㈱ 

美 浜 発 電 所 
３号機 

定期検査中 
(H23.5.14～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

５７．６ 

 
５８．１ 

０．０ １,７８０．２ 

関 西 電 力 ㈱ 

大 飯 発 電 所 

３号機 
運転中 

起動：R 元.6.26、並列：R 元.6.28 

営業運転再開：R 元.7.23 

３５．３ 

 
３５．８ 

６５．５ 

 
６５．３ 

１２．１ １,８７１．１ 

４号機 
定期検査中 

(R 元.7.4～R 元.10 上旬予定) 

７９．５ 

 
７７．８ 

６８．７ 

 
６８．３ 

２７．４ １,８８１．８ 

関 西 電 力 ㈱ 

高 浜 発 電 所 

１号機 
定期検査中 

(H23.1.10～未定) 

０．０ 

 
０．０ 

５６．８ 

 
５７．２ 

０．０ １,８３８．６ 

２号機 
定期検査中 

(H23.11.25～未定) 

０．０ 

  
０．０ 

５７．５ 

 
５７．９ 

０．０ １,８１９．２ 

３号機 
運転中 

起動：H30.11.7、並列：H30.11.9  

営業運転再開：H30.12.7 

１０５．３ 

 
１００．０ 

７１．６ 

 
７０．７ 

２６．８ １,８８５．０ 

４号機 
運転中 

起動：H30.8.31、並列：H30.9.3 

営業運転再開：H30.9.28 

１０５．４ 

 
１００．０ 

７０．７ 

 
７０．０ 

２６．８ １,８４２．５ 

 合 計 
４１．２ 

 
３９．２ 

６２．８ 

 
６２．５ 

９３．３ １４，８４１．９ 

 

(注１) 利用率・稼働率・電力量は令和元年７月末現在、累計は営業運転開始以降。また、利用率・稼働率は四捨五入、電力量は切り捨て 

(注２) 利用率等の合計値は、大飯発電所１、２号機を除いた計算値 

 

 

 

２．運転を終了したプラント 

        項 目 

発電所名 
現状 利用率・稼働率累計（％） 発電電力量累計（億 kWh） 

関 西 電 力 ㈱ 
 
大 飯 発 電 所 

１号機 
廃止(H30. 3. 1) 

(定期検査中※
(H22.12.10～)) 

５５．３ 
 

５６．１ 
２，２１７．３ 

２号機 
廃止(H30. 3. 1) 

(定期検査中※
(H23.12.16～)) 

６１．１ 
 

６１．６ 
２，４０７．９ 

＊ 法律上、定期検査は廃止措置計画の認可を受けた日をもって終了とみなされる。(利用率等は運転開始から運転終了(H30.3.1 9:00)までの累計値) 

 

  

（上段）設備利用率＝            ×100（％） 
発電電力量 

 
認可出力×暦時間 

発電時間 
 

暦時間 
（下段）時間稼働率＝            ×100（％） 

原子力発電所の運転および廃止措置状況 
原子力安全対策課 

令和元年８月８日現在 

添付－１ 
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３．各発電所の特記事項（令和元年８月８日時点） 

（１）運転中のプラント 

 

（２）運転を終了したプラント 

※１：関西電力は、平成 30 年 11 月 22 日、原子力規制委員会に廃止措置計画の認可申請を行っており、定期検査は廃止措置計画の認可を

もって終了とみなされる。 

 

（３）廃止措置中のプラント  

発電所名 特記事項 

ふげん 

廃止措置中（H20.2.12 ～ ） 

・空気再循環系Ｂ調温ユニット等の解体撤去作業終了（H30.9.25 ～ H31.3.20） 

・シールリーク検出装置等の解体撤去作業終了（H30.9.25 ～ H31.3.20） 

・原子炉建屋内機器等の解体撤去作業中（R元.7.1 ～ ） 

もんじゅ 
廃止措置中（H30.3.28 ～ ） 
第１回施設定期検査中（H30.12.15 ～ R2.2 月末予定） 

敦賀１号機 
廃止措置中（H29.4.19 ～ ） 

・タービン・発電機解体作業中（H30.5.7 ～ ） 

第２回施設定期検査（H30.12.3 ～ H31.3.22） 

美浜１号機 

廃止措置中（H29.4.19 ～ ） 

・残存放射能調査作業中（H30.3.26 ～ ） 

・２次系設備の解体撤去作業中（H30.4.2 ～ ） 

第２回施設定期検査（H31.1.21 ～ R 元.5.9） 

美浜２号機 

廃止措置中（H29.4.19 ～ ） 

・２次系設備の解体撤去作業中（H30.3.12 ～ ） 

・残存放射能調査作業中（H30.3.26 ～ ） 

第２回施設定期検査（H31.1.22 ～ R 元.5.9） 

 

 

 

 

 

発電所名 特記事項 

敦賀２号機 
第 18 回定期検査中（H23.8.29 ～ 未定） 
（一次冷却材中の放射能濃度上昇により、平成 23 年５月７日 17 時発電停止、20 時に原子炉停止） 

美浜３号機 第 25 回定期検査中（H23.5.14 ～ 未定） 
・発電停止（H23.5.14 11:00）、原子炉停止（H23.5.14 12:59） 

大飯３号機 

第 17 回定期検査（H31.4.11 ～ R 元.7.23） 

・発電停止（H31.4.11 10:01）、原子炉停止（H31.4.11 12:05） 

・原子炉起動（R元.6.26 21:15）、臨界（R元.6.27 7:00） 

・調整運転開始（R元.6.28 17:00） 

・営業運転再開（R元.7.23 15:00） 

大飯４号機 
第 16 回定期検査中（R元.7.4 ～ R 元.10 上旬予定） 

・発電停止（R元.7.4 23:01）、原子炉停止（R元.7.5 01:03） 

高浜１号機 第 27 回定期検査中（H23.1.10 ～ 未定） 
 ・発電停止（H23.1.10 10:03）、原子炉停止（H23.1.10 12:20） 

高浜２号機 第 27 回定期検査中（H23.11.25 ～ 未定） 
 ・発電停止（H23.11.25 23:02）、原子炉停止(H23.11.26 2:26) 

発電所名 特記事項 

大飯１号機 第 24 回定期検査中（H22.12.10 ～ 未定※１） 

大飯２号機 第 24 回定期検査中（H23.12.16 ～ 未定※１） 
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４．原子力規制委員会への申請状況（令和元年８月８日時点） 

（１）新規制基準適合性に係る申請を行ったプラント 
発電所 申請 申請日 補正書提出日 許認可日 

敦賀 ２号機 
原子炉設置変更許可 H27.11. 5 - - 
工事計画認可 - - - 
保安規定変更認可 H27.11. 5 - - 

美浜 ３号機 

原子炉設置変更許可 H27. 3.17 H28. 5.31，H28. 6.23 H28.10. 5 

工事計画認可 H27.11.26 
H28. 2.29，H28. 5.31 
H28. 8.26, H28.10. 7 

H28.10.26 

保安規定変更認可 H27. 3.17 R 元. 7.31 - 

大飯 ３、４号機 

原子炉設置変更許可 H25. 7. 8 
H28. 5.18, H28.11.18 
H29. 2. 3，H29. 4.24 

H29. 5.24 

工事計画認可 
H25. 7. 8 
H25. 8. 5※１ 

H28.12. 1，H29. 4.26 
H29. 6.26，H29. 7.18 
H29. 8.15 

H29. 8.25 

保安規定変更認可 H25. 7. 8 H28.12. 1，H29. 8.25 H29. 9. 1 

高浜 

１、２号機 

原子炉設置変更許可 H27. 3.17 
H28. 1.22, H28. 2.10 
H28. 4.12 

H28. 4.20 

工事計画認可 H27. 7. 3 
H27.11.16, H28. 1.22 
H28. 2.29，H28. 4.27 
H28. 5.27 

H28. 6.10 

保安規定変更認可 R 元. 7.31 - - 

３、４号機 

原子炉設置変更許可 H25. 7. 8 
H26.10.31, H26.12. 1, 
H27. 1.28 

H27. 2.12 

工事計画認可 
３号機 

H25. 7. 8 
H25. 8. 5※２ 

H27. 2. 2, H27. 4.15, 
H27. 7.16, H27. 7.28 

H27. 8. 4 

４号機 
H25. 7. 8 
H25. 8. 5※２ 

H27. 2. 2, H27. 4.15, 
H27. 9.29 

H27.10. 9 

保安規定変更認可 H25. 7. 8 H27. 6.19, H27. 9.29 H27.10. 9 
※１：平成 28 年 12 月 1 日の補正書に平成 25 年８月５日の申請内容を含めたため、平成 25 年８月５日の申請を取り下げた。 

※２：平成 27 年 2 月 2日の補正書に平成 25 年８月５日の申請内容を含めたため、平成 25 年８月５日の申請を取り下げた。 

 ：前回の協議会（平成 31 年３月 20 日）以降に申請または補正書が提出されたもの 

 

 

特定重大事故等対処施設の設置※ 

発電所 申請 申請日 補正書提出日 許認可日 

美浜３号機 原子炉設置変更許可 H30. 4.20      －    － 

大飯３、４号機 原子炉設置変更許可 H31. 3. 8      －    － 

高浜１、２号機 

原子炉設置変更許可 H28.12.22 H29. 4.26, H29.12.15 H30. 3. 7 

工事計画認可 

H30. 3. 8 

H30.10. 5, H31. 2.19, 

H31. 3.20, H31. 4. 9 

H31. 4.19 

H31. 4.25 

H30.11.16 R 元. 5.31, R 元. 8. 2 － 

H31. 3.15 R 元. 8. 2 － 

R 元. 5.31 － － 

高浜３、４号機 

原子炉設置変更許可 H26.12.25 H28. 6. 3, H28. 7.12 H28. 9.21 

工事計画認可 H29. 4.26 
H30.12.21, H31. 4.26， 

R 元. 7.17, R 元. 7.30 
R 元. 8. 7 

※：原子炉建屋への故意による大型航空機の衝突やその他のテロリズム等により、原子炉を冷却する機能が喪失し、炉心が著しく 

損傷した場合に備えて、格納容器の破損を防止するための機能を有する施設。 

本体施設の工事計画認可から５年間の経過措置期間（法定猶予期間）までに設置することが要求されている。 

 ：前回の協議会（平成 31 年３月 20 日）以降に申請または補正書が提出または認可されたもの 
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（２）運転期間の延長に係る申請を行ったプラント 
発電所 申請 申請日 補正書提出日 認可日 

美浜３号機 
運転期間延長認可（運転期間 60 年）※ H27.11.26 

H28. 3.10，H28. 5.31 

H28. 8.26, H28.10.28 
H28.11.16 

保安規定変更認可（高経年化技術評価な
ど） H27.11.26 

H28. 3.10，H28. 5.31 

H28. 8.26, H28.10.28 
H28.11.16 

高浜１、２号機 

運転期間延長認可（運転期間 60 年）※ H27. 4.30 

H27. 7. 3, H27.11.16, 

H28. 2.29，H28. 4.27 

H28. 6.13 

H28. 6.20 

保安規定変更認可（高経年化技術評価な
ど） 

H27. 4.30 

H27. 7. 3, H27.11.16, 

H28. 2.29，H28. 4.27 

H28. 6.13 

H28. 6.20 

※：原子炉等規制法において、運転期間は 40 年とされているが、その満了に際し、原子力規制委員会の認可を受けることで、

１回に限り 20 年を上限として延長が可能とされている。 

 

（３）廃止措置に係る申請を行ったプラント 
発電所 申請 申請日 補正書提出日 認可日 

大飯１、２号機 
廃止措置計画認可 H30.11.22 － － 

保安規定変更認可 H31. 3.13 － － 

 

 

５．燃料輸送実績（平成 31 年３月 21 日～令和元年８月８日） 

＜新燃料輸送＞  

  なし 
 
＜使用済燃料輸送＞ 

  なし 
 
 

６．低レベル放射性廃棄物輸送実績（平成 31 年３月 21 日～令和元年８月８日） 

  発電所名 概 要 

大飯発電所 
青森県の日本原燃(株)低レベル放射性廃棄物埋設センターに、充填

固化体 1,704 本（輸送容器 213 個）を搬出（R元.６.１発電所出港） 

 
 
 



美浜発電所３号機の保安規定変更認可申請の補正書および 

高浜発電所１、２号機保安規定変更認可申請書の提出について 

２ ０ １ ９ 年 ７ 月 ３ １ 日 

関西電力株式会社 

 当社は、美浜発電所３号機の保安規定変更認可申請の補正書および高浜発

電所１、２号機の保安規定変更認可申請書を、本日、原子力規制委員会へ提

出しました。 

美浜発電所３号機については、原子炉設置変更許可※１の内容等を踏まえ、

重大事故等発生時における要員の配置や手順書の整備に係る記載の充実等

を行い、保安規定変更認可申請書※２の補正書を提出しました。 

また、高浜発電所１、２号機については、原子炉設置変更許可※３の内容等

を踏まえ、同様に記載の充実を行い、保安規定変更認可申請書を提出しまし

た。 

当社は引き続き、今後の審査に真摯かつ的確、迅速に対応してまいります。 

以 上 

※１：美浜発電所３号機原子炉設置変更許可申請は２０１６年１０月５日に許可
※２：美浜発電所３号機保安規定変更認可申請は２０１５年３月１７日に提出
※３：高浜発電所１、２号機原子炉設置変更許可申請は２０１６年４月２０日に許可

別紙：美浜発電所３号機の保安規定変更認可申請の補正書および高浜発電所

１、２号機の保安規定変更認可申請の概要 

添付－２
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The Kansai Electric Power Co., 
Inc.

美浜発電所３号機の保安規定変更認可申請の補正書の概要

保安規定変更認可申請とは、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（炉規
制法第４３条の３の２４）に基づく手続きで、運転管理（手順、体制等）等、原子炉施設の運
用に関する事項を規定した保安規定について、原子炉等による災害の防止上十分であることを
原子力規制委員会に審査していただくために申請するものである。

保安規定の構成 主な申請内容（補正箇所は下線）

総則 －

品質保証 －

保安管理体制およ
び評価

－

運転管理 ○火災、内部溢水、その他自然災害（地震、津波、竜巻、火山等）発生

時の要員の配置や手順書の整備等に係る記載の充実。

○重大事故等発生時、大規模損壊発生時の要員の配置や手順書の整備等

に係る記載の充実。

○重大事故等対策要員の確保、確保の見込みが立たないと判断した場合

に原子炉停止操作を実施する等の措置について追記。

○電源車や送水車等、全ての重大事故等対処設備（約１７０設備）の運

転上の制限について追記。

○重大事故等発生時の対応操作等の訓練の実施項目について追記。

燃料管理 －

放射性廃棄物管理 －

放射線管理 －

保守管理 ○保全対象範囲に、全ての重大事故等対処設備(約１７０設備)を追加。

非常時の措置 ○原子炉主任技術者、本部長、副本部長、各班等を記載した原子力防災

組織図を追記。

保安教育 ○重大事故等発生時の必要な措置に関する教育の実施項目について追記。

記録および報告 －

附則・添付 ○異常時の運転操作基準への重大事故対応について追記。

○火災、内部溢水および自然災害対応に係る体制整備、教育訓練、手順

等に係る実施基準の追記。

○重大事故等および大規模損壊対応に係る体制整備、教育訓練、手順等

に係る実施基準の追記。

【保安規定変更認可申請とは】

・美浜発電所３号機の原子炉設置変更許可[新規制基準適合性に係る申請](2016.10.5許可)の内容

を反映。

【主な申請内容について】

【初回申請について】
・２０１５年３月１７日「保安規定変更認可申請」

（美浜発電所３号炉 原子炉設置変更許可と同時に申請を実施。）

別紙
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The Kansai Electric Power Co., 
Inc.

高浜発電所１、２号機の保安規定変更認可申請の概要

保安規定変更認可申請とは、核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（炉規
制法第４３条の３の２４）に基づく手続きで、運転管理（手順、体制等）等、原子炉施設の運
用に関する事項を規定した保安規定について、原子炉等による災害の防止上十分であることを
原子力規制委員会に審査していただくために申請するものである。

【主な申請内容について】

保安規定の構成 主な申請内容

総則 －

品質保証 －

保安管理体制 －

運転管理 ○火災、内部溢水、その他自然災害（地震、津波、竜巻、火山等）発生

時の要員の配置や手順書の整備等に係る記載の充実。

○重大事故等発生時、大規模損壊発生時の要員の配置や手順書の整備等

に係る記載の充実。

○重大事故等対策要員の確保、確保の見込みが立たないと判断した場合

に原子炉停止操作を実施する等の措置について追記。

○電源車や送水車等、全ての重大事故等対処設備（約１７０設備）の運

転上の制限について追記。

○重大事故等発生時の対応操作等の訓練の実施項目について追記。

燃料管理 －

放射性廃棄物管理 －

放射線管理 －

保守管理 ○保全対象範囲に、全ての重大事故等対処設備(約１７０設備)を追加。

非常時の措置 ○原子炉主任技術者、本部長、副本部長、各班等を記載した原子力防災

組織図を追記。

保安教育 ○重大事故等発生時の必要な措置に関する教育の実施項目について追記。

記録および報告 －

附則・添付 ○異常時の運転操作基準への重大事故対応について追記。

○火災、内部溢水および自然災害対応に係る体制整備、教育訓練、手順

等に係る実施基準の追記。

○重大事故等および大規模損壊対応に係る体制整備、教育訓練、手順等

に係る実施基準の追記。

【保安規定変更認可申請とは】

・高浜発電所１号機から４号機の原子炉設置変更許可[新規制基準適合性に係る申請](2016.4.20
許可)の内容を反映。
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令和元年７月３１日 
原子力安全対策課  

高浜発電所の原子炉設置変更許可について 

（１、２号機の廃樹脂処理装置の１～４号機共用化等） 

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。 

記 

関西電力株式会社は、平成 30 年 11 月 16 日、高浜発電所３、４号機で発生した

廃樹脂※１を１、２号機の廃樹脂処理装置に移送して処理するための当該装置等の

共用化、原子力災害制圧道路※２が高浜発電所の敷地の一部を通過することに伴う

敷地の境界および面積の変更等について、原子炉設置変更許可申請を行った。 

この申請に対し、本日、原子力規制委員会から原子炉設置変更許可を受けた。 

また、平成 30 年２月５日に行った高浜発電所の原子炉設置変更許可申請※３のう

ち、原子炉等規制法の規則の改正を反映した１～４号機の地震時における燃料被覆

管の閉じ込め機能の評価について、本日、原子力規制委員会から原子炉設置変更許

可※４を受けた。 

※１ 原子炉冷却材系統等の浄化のために用いるイオン交換樹脂を一定期間使用後に取り出

したもの。高浜発電所３、４号機は、廃樹脂から放射性物質を分離する廃樹脂処理装

置を有しておらず、貯蔵タンクに保管している。 

※２ 高浜町の原子力災害制圧道路整備事業に伴うもの

※３ 原子炉設置変更許可申請の内容

①１、２号機の常設直流電源設備の設置

②３、４号機の重大事故時の原子炉等への注水手段の一部変更（送水車の導入等）

③１、２号機の使用済燃料ピット保管時の燃料の管理方法の変更(未臨界性評価の変更)

④１～４号機の地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能の評価
（令和元年６月 14 日、①～③を申請内容から削除し、同日、新たな申請として原子力規制委員会に提出） 

※４ 変更に伴う設備の設計変更や改造工事等はない。

添付－３
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原子炉設置変更許可申請等に係る経緯 

○１、２号機の廃樹脂処理装置の１～４号機共用化等

平成 30 年 11 月 16 日 関西電力は、原子炉設置変更許可申請書を原子力規

制委員会に提出 

令和元年５月９日 関西電力は、原子炉設置変更許可申請書の補正書を

原子力規制委員会に提出 

令和元年６月 12 日 原子力規制委員会は、当該設置変更許可申請に対す

る審査の結果を審査書(案)として取りまとめ、原子

力委員会、経済産業大臣への意見聴取の実施を決定 

令和元年７月 31 日 原子力規制委員会は、原子力委員会および経済産業

大臣への意見聴取の結果を踏まえ、関西電力に対

し、原子炉設置変更を許可 

○地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能の評価

平成 30 年２月５日 関西電力は、原子炉設置変更許可申請書を原子力規

制委員会に提出 
<申請内容> 
①１、２号機の常設直流電源設備の設置
②３、４号機の重大事故時の原子炉等への注水手段の一部変更（送水車の導入等）
③１、２号機の使用済燃料ピット保管時の燃料の管理方法の変更（未臨界性評価の変更）
④１～４号機の地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能の評価

平成 30 年７月 27 日 関西電力は、原子炉設置変更許可申請書の補正書を

原子力規制委員会に提出（１回目） 

平成 31 年４月 17 日 関西電力は、原子炉設置変更許可申請書の補正書を

原子力規制委員会に提出（２回目） 

令和元年６月 14 日 関西電力は、原子炉設置変更許可申請書の補正書を

原子力規制委員会に提出（３回目） 
・申請内容から①～③を削除

※①～③については、同日、新たな申請として規制委員会に提出 

令和元年６月 26 日 原子力規制委員会は、当該設置変更許可申請に対す

る審査の結果を審査書(案)として取りまとめ、原子

力委員会、経済産業大臣への意見聴取の実施を決定 

令和元年７月 31 日 原子力規制委員会は、原子力委員会および経済産業

大臣への意見聴取の結果を踏まえ、関西電力に対

し、原子炉設置変更を許可 

（参考） 
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移送
容器

添付資料

１～４号機共用化

【事業所内運搬時のイメージ】

廃樹脂

（ 約１５m3×８基）

（ 約１７m3×５基）

１、２号機廃樹脂処理装置等の共用化

（申請の概要）
・ １、２号機の廃樹脂処理装置等を１、２号機共用から１～４号機共用に変更する。
・ ３、４号機から１、２号機へ廃樹脂を移送する設備（計量タンク・移送容器）を設置する。

（申請の理由）
・３、４号機は廃樹脂処理装置を有していないことから、１、２号機の装置を共用化して処理するため。

貯蔵
タンク

濃縮
廃液
タンク

・廃樹脂処理装置は、廃樹脂に吸着している放射性物質を溶離器により薬液（希硫酸）で分離
させる装置である。

・放射性物質を分離させた後の樹脂（洗浄済の樹脂）は、既設の雑固体焼却設備で焼却する。
・放射性物質を分離させた後の薬液は中和した上で、濃縮し、濃縮廃液タンクに貯蔵する。

・脱落防止措置（固縛等で固定）

［廃樹脂運搬量］
約０．３m3/回

遮
蔽

移送容器

廃樹脂処理装置

硫酸

溶
離
器

硫酸

硫酸回収装置

中和
タンク

濃縮廃液タンクへ

貯蔵
タンクから

充てんポンプ

加圧器

原子炉容器

蒸気発生器

体積制御
タンク

一次冷却材ポンプ

【廃樹脂処理装置の概要】

１、２号機

貯蔵
タンク

３、４号機

移送
容器

［溶離器の硫酸による樹脂－放射性物質の溶離原理］

Ｒ－ＳＯ３Ｃｏ ＋ Ｈ＋

（樹脂） （硫酸から供給される水素イオン）
コバルト（放射性物質）

Ｒ－ＳＯ３Ｈ ＋ Ｃｏ２＋

（樹脂） （放射性物質）

燃料ピット
脱塩塔他

計
量
タ
ン
ク

事業所内運搬

・発電所では、原子炉の冷却水等に含まれる放射性物質および塩素やナトリ
ウム等の不純物を、脱塩塔に充填したイオン交換樹脂（以下「樹脂」という）を
通して浄化している。

・樹脂は直径約１ｍｍ程度の粒子状のもので、浄化能力が低下した樹脂は
廃樹脂としてタンクに貯蔵している。

廃樹脂

樹脂は焼却炉で焼却処理

冷却材脱塩塔
燃料ピット脱塩塔他

： 申請箇所

洗浄済
の樹脂

焼却炉へ

冷却材
脱塩塔
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添付資料

高浜発電所敷地面積等の変更

（申請の概要）
・原子力災害制圧道路整備事業に伴い、道路形状に合わせ、敷地の境界を変更（周辺監視区域の
フェンス移設）する。

・敷地境界線の変更に伴い、敷地面積を変更する。（約２３５万㎡→約２３３万㎡）

高浜発電所

主要地方道舞鶴野原港高浜線

音海地区

至 日置

神野地区

神野浦地区

神野浦港

一般県道音海中津海線

発電所敷地境界
と道路が干渉

原子力災害制圧道路整備事業

才谷川

高浜発電所敷地面積
（約２３５万ｍ２

→約２３３万ｍ２）

全長約８００ｍ

最大幅約５５ｍ

敷地境界変更のイメージ

原子力災害制圧
道路整備事業

現在の敷地境界
新しい敷地境界

原子力災害制圧
道路整備事業

（申請の理由）
・原子力災害制圧道路が発電所敷地の一部を通過するため。
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全
⻑
約
４
ｍ

幅︓約20cm

燃料棒※（264本）
燃料棒の被覆管
材質︓ジルカロイ-4
直径︓約9.5mm
厚さ ︓約0.6mm
※⾼浜3・4号機に装荷されている
燃料の代表例

制御棒

冷
却
材
出
⼝

(

⾼
温)

冷
却
材
⼊
⼝

(

低
温)

燃料集合体
（157体）

燃料棒の被覆管に加わる⼒（イメージ）

燃
料
棒
拡
⼤
図 ①流体振動や

⽔圧による応⼒

③ペレットの熱膨
張等による応⼒

被覆管

②地震⼒による応⼒

冷却材の流れ
(約15.4MPa)

≦ 燃料被覆管
の許容値

（申請の概要）
原子炉等規制法の規則が改正され、地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能について、運転中

の原子炉内の水圧や水流による応力と基準地震動による応力に加えて、燃料ペレットの熱膨張等に
よる応力を加えた評価を行うことが求められたため、設計方針に追加し評価を行った。
なお、設備の設計変更や改造工事等はない。

※規則の改正は2019年10月1日から適用され、それまでに許認可を受ける必要がある。

①＋②＋③の総和

改正された原⼦炉等規制法の規則の要求内容

今回の申請内容は、2017年2月15日の原子力規制
委員会において、既に認可を受けている工事計画
や燃料体設計の値を用いて評価した結果、被覆管
に加わる応力の合計値が許容値に対して十分余裕
のあることが確認されている。

添付資料

１～４号機の地震時における燃料被覆管の閉じ込め機能の評価
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令和元年７月２２日 
原子力安全対策課  

高速増殖原型炉もんじゅの 

廃止措置計画の変更認可申請に係る事前連絡について 

本日、県は、国立研究開発法人日本原子力研究開発機構から、「高速増殖

原型炉もんじゅ周辺環境の安全確保等に関する協定書」第３条の２に基づき、

もんじゅの廃止措置計画の変更認可申請について、別添のとおり連絡を受け

た。 

＜別添＞ もんじゅの廃止措置計画変更認可申請の概要 

（国立研究開発法人日本原子力研究開発機構） 

添付－４
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もんじゅ廃止措置計画変更認可申請の概要 
 

１．模擬燃料体の部分装荷 
放射性廃棄物発生量の低減等の観点から、炉心に装荷している燃料体の取出

し箇所の一部について模擬燃料体を装荷しないこととする。 
 

 
 

２．その他 
今後、燃料体を缶詰処理しないとしたことから、性能維持施設のうち、燃料

缶詰装置及び缶詰雰囲気調整装置の維持期間を「炉心等から燃料体を取り出す

まで」から「2018 年度の燃料体の処理完了（2019 年 1 月）まで」に見直す。 
 

以上 

別添 
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